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1978年 5月18日妙高土石流の被害調査

正木和明。飯田汲事

0]1 the Damage Caused the Mud問。W of 

Kazuaki M:ASAKI and Kumizi nDA 

昭和53年 5月18日妙高1[1東の南地獄谷「要」付近に発生し仁土石流による新赤信温泉ー惜の被害を調

査した。第一次，第二次を合わせた総崩壊土砂量は約 200、000m3，堆積面積は約 37.2ha. J:FjJ負 l秒、;畏

は約380，000m3と推定される。また流下速度は第一次20m/秒ー第二次10m/秒程度と推定される。

この土石流により死者13人，全壊15戸，半壊 6 戸 3 流jL;f喬~~ 3 i喬， )きi易管破損2750mなどの被害

があった。

1. はじめに

昭和53年 5月18日午前 6時20分頃9 新潟県妙高高原町

の南地獄谷白j竜仁流「要」付近，標高約1600mの斜面が

約2.5haにわたり崩壊した。崩壊ヒ砂は大規模な七石流

となって臼凹切川の河床上を関川までの標高差1150mタ

短長7.5kmを一気 lこ流下した。同日午後 1時40分頃，第

一次崩壊斜街の上流側の不安定仁塊l乙第二次の崩壊が発

生し，崩壊土砂は再び土石流となって関1[[1こ流下した。

この土石流により妙高高原町新赤禽温泉街約37.2haが

厚さ 50~200cmの堪積上砂によって埋没され，死者13人

負傷者 l人，全壊家屋15丙 9 半壊家屋 6戸9 道路上宅没

1120民橋梁流失3ヶ所などの被害が生じた。また関川合

流点、付近では国鉄信越本線路15ドが流失し 4ヶ月の長期に

わたって運休した他3 国道18号線の白出切橋の橋台破損

帝国石油ガスパイプラインの破損などの被害が午じた。

農林被害，河川被害 J 温泉，観光胞設被害も多く，今後

の観光収入の減少などを考え合わせると土石流災害として

は最大級のものとなった。

図 1 1978妙高土石流の位置， A 崩壊斜面， B : jゐ石i流経路と上砂土佐積区域。
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このような大災害となった原因ヲ背景を追究しておく

ことは，今後のよ石流災害対策を考える上で有意議であ

る。著者等は 6月5日から 11日の 1週間にわたり崩壊現

場および被害地域を調査した。また 8月lこも再調査を行

なった。これらの結果をまとめここに報告する。

表 l 被害概況

死傷者 死者13人負傷者 l人

家 屋 全壊15戸半壊6戸一部破損 5戸

道 路 5路線 1，120 m 

鉄 道 1ヶ所 30m 

橋 梁 流失 3橋一部破損 1橋

砂防ダム 7ヶ所

河 )I! 2ヶ所 2，550 m 

土砂堆積 37.2ha 

農 地 水田 2ヶ所 0.6 ha 

林 土也 2.5 ha 

農業施設 用水路工 3ヶ所 3，000 m 

頭首工 3ヶ所

渇泉施設 I3ヶ所 2，750 m 

2圃 崩壊斜簡について

2.1 崩壊斜面の地質，地形

崩壊斜面の基盤は噴火の際放出された格岩，火山灰が

闘結した凝灰角際右よりなっており，斜面中央部では黄

緑色lこ，斜面下部では青灰色に変質している。乙の基盤

の走向はN70'E，20~25'S であり p 崩壊斜面南寄りで

は地去に平行し南へゆるく傾斜した状態となっている。

基盤をおおって厚さ約 3mの崖錐が堆積しており，さ

らにl字さ 1mの腐植表土が乙れをおおっている。表面の

地形は東方向 lこ開いた傾斜30~40'のゆるやかな S字谷

となっており，崖錐の存在とあわせて考えると過去の斜

面崩壊によって形成された斜面とも考えられる。

写真 1[こ南地獄谷上流部を示す。写真右上には大谷ヒ

ュッテ付近の噴気煙が見られる。

写真| 南地獄谷遠景，丸印内が崩壊斜面

(国道18号線より)

丸印が今回の崩壊地点であり，左下には白滝が見える。

臼滝左側の白色面は今回の土石流が流下の際残した泥の

跡である。

2固 2 崩壊面積と崩壊土砂量

崩壊後の斜面の状況を写真 2!C示す。写真左下に林道

が見えるが，崩壊はこの林道を長さ約200mにわたって切

断する形で起った。

崩壊は二度にわたって起 h 第一次崩壊は臼田切)I!下

流側斜面(写真 2の崩壊斜面左半分)が，第二次崩壊は

その上流側斜面(写真 2の中央左寄り)が，それぞれ白

田切)![[こ滑落したものである。なお，写真の滝は白滝と

は別の滝である。後方の111が妙高山である。

図 2[乙崩壊斜面の大きさを示す。図の左側が第一次崩

壊面であり，平均の巾は120m，長さは150m，崩壊面積約

1.8haである。崩壊の深さは最大で30m，平均10m程度

と推定される。 したがって崩壊土砂量は約180，000m3と

なる。第二次崩壊面は図の右側半分であり，その平均の

巾は80m，長さも 80m，したがって崩壊面積は約0.64ha

となる。深さは最大10m，平均 5mと土佐定され， したが

写真 2 崩壊斜面

第二次崩壊面

第一次崩壊面

図 2 崩壊斜面図(青木他あ図より)
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って崩壊土砂量は約32，000m3となる。

第一次崩壊は白田切川直交方向K滑落する形で起った

がp 第二次崩壊は第一次崩壊面下部lこ一度滑落した(図

2左下方向)のち，臼田切IIIK流下したと推定される。

図 2の点を打った区域は残留土砂が堆積しているところ

であるがfこの図からも上記のことは支持される。即

ち，第二次崩壊は，第一次崩壊にともないその上流側斜

面が側方支持力と斜面脚部を失なったために生じた二次

的崩壊であったと推測される。このために崩壊面積，崩

壊土砂量とも第一次崩壊に比して小きかった。

一次，二次の両崩壊を合計すると崩壊!砂量は約

210，000m3 となるが3 崩壊地点に残留する土砂量は約

10，000m3と見積られるので，白田切川を流下した土石流の

量は約 200，000moと推定される。しかし，崩壊の深さの

推定はあまり正確ではないので，崩壊土砂量の算出は今

後の崩壊面測量結果を待って検討されるべきであろう。

3. 土石流について

3.1 第一次土石流

5月18日午前 6時20分頃第一次の崩壊が発生した。流

出した土砂は崩壊斜面j直下の河岸段丘上の堆積物を侵蝕

し，約100m下の臼田i切IIIK落下した。溶下した土砂の一

部は崩壊斜面対岸lこ乗りあげラ残る土砂は土石流となっ

て一気に白田切111を流下した。対岸へ乗りあげた t砂の

状況から，崩壊土砂にはかなりの量の水が合まれており，

乙のため落下速度も大きかったと推測される。

溶下土石流は大きく蛇行しながら ，i可床および河岸を

侵蝕し，土量を増大させながら臼田切川を流下した。図

3 -c  (乙示したように白凹切川には大小 7つの砂防ダム

があるが， ζ れらのダムは既に満砂状態l乙近く， : 1:.石流

はこの堆積斗!沙をも含有しその量を増したと考えられる。

図 3-aは崩壊地点から関川合流点に至る白田切川の縦

断面図である。同図からわかるように崩壊地点から約

1.8km下流までの反間の河床勾配は3.3分の 1と急である。

赤倉観光ホテノレ付近て、勾配は12分の lとややゆるやか

になるが，この地点で土石流は右岸lζ一度のりあげ亦倉

コルフ場の一部を埋没した後，反対側左岸にのりあけホ

テル前のスキーリフト 2基を破慶して白妙僑lこ至った

(C地区)。

臼妙橋を破壊した土石流の一部は左岸にも越流し，西

原ILi荘をはじめ多くの家屋を破壊した。白日切川が大き

く右l乙曲がる地点で'1←石流は再び左岸lこ溢流し付近をよ雫

没した (D地区)。

さらに土石流は現在のj可道である深沢川方向l乙一部は

流入したもののp 大部分は明治21年lこ造られた白田切111

堰堤を越流し， 1日何道である自国切川 lこ流入した。

白田切川を流下した土石流は国道18号線の白田切橋橋

台を洗堀し，橋直下流に橋桁より低い位置に設置されて

いた帝国石油ガスパイプラインを破壊した後9 国鉄信越

本線の路堤lこさえぎられ3 一部は越流したが，大部分は

その上流部に堪慣した。

3.2 第二次土石流

第一次崩壊後も小崩壊が数|口|発牛一したが同日午後 1時

40分頃タ大規模な第二次崩壊が起こり 5 丙び|石流とな

って白田切川に流入した。第二次壬石流は第 A次仁石流

と異なり，白滝までの 500mを流下するのに 8分間を要

したが3 その原因は，臼滝上流において堰!とめ現象があ

り，追随する土砂が乙の寝11めをi波って流下したためと

考えられる。

同j竜を通過した仁石流は第一次 f石流とほぼ同じ経路

で流下した。再び日田切川原堤を越流した['石流は今位

は信越本庁く路堤を完全に破壊，*y'Fく路を寸断して関111に流下し

た。この時現場にいた誌j査員 4人か t石流lこのみjムまれ，

うち 3人が死亡した。

3.3 土石流の流下速度

第一次の崩壊時点uは第一発見者である畑山富治氏の限

告によれば午前 6時23分である。同氏は妙高北小学校の

グランドから崩壊時の響音と同時に発生した土煙りを発

見している。また，白妙、橋付近で発見された埋没時計の

指針は午前 6時26分ないし27分で停!としており，これは

白妙橋付近を土石流が通過した時刻lを示していると思わ

れる。この 2つの時刻から土石流は崩壊地点と白妙橋の

間約 4kmを3分ないし 4分間で流下したことになりラ平

均流下速度は22m/秒ないし17m/秒となる。

第二次崩壊は午後 1時40分(こ発'4:::した c このことは純

測中の調査員により確認されている。 1石流は仁li竜を/1

後 18寺48分，赤倉観光ホテ)¥.0J也の先を同51分，白妙橋を

同53分9 国道18号線白田切橋を|司58分!こ通過したことが

観測されている。即ら，内j竜までは 8分間を嬰したもの

のp 自出より臼間切十五までの約 6kmを10分間で流下した

ことになり 3 その半均流下速度はlOm/秒となる。

写真 3は白妙僑左岸の西原111荘の破壊の様子をぶした

ものである。外壁，内壁が跡)1三もなく長uきとられており

写真左から右 lこ通過した卜今石流の速さをノJ¥している。飛

散した泥は高さ 10mの 3階外壁部(こまで達っしておりラ

土石流の速度は少なく見積っても 15m/秒程度と推定さ

れる。写真 4は臼間切111右iド深沢川との分岐点近くの!

石流の様子を示したものであるが，小木は倒され，倒壊

をまぬがれた犬木の幹も表皮が剥がれ， fRi泥は高さ 25m 

l乙も達っしてお 1)， 上百流側端部においてもかなりの速

度であった ζ とを示している。

以上述べたように，第 次，tr:二次の l石流の平均速
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度はそれぞれ， 20m/秒前後， 10m/秒lと堆定されるが

流下経路の屈曲，勾配変化，障害物の有無などにより局

所的にはこれと異なった速度となることは言うまでもな

L、。

写真 3.西原山荘の被害

写真 4. 臼回切川右岸にのりあげた土石流

3.4 堆積面積と堆積土砂量

第一次および第二次の両土石流の堆積した範囲を図 3

bl乙示す。堆積地域を踏査し， 3000分の 1の地形図上

に堆積地域をプロットして計算した結果，堆積面積は37

2haで、あることがわかった。

堆積した土砂の厚さを各地点で測定する乙とは不可能

なので，十数ヶ所において堆積の厚さを求め堆積土砂量

を計算した。土石流の末端では写真 5I乙示すようにその

厚さは20cm程度で、あった。赤倉観光ホテル下のスキーリ

フトの辺りの厚さは 1m程度であった。また写真 3に示

すように白妙橋付近でも厚さは 1~ 1.5 m程度で、あった。

写真6はD地区の町道 103号線沿の堆積土砂の様子を示

したものであるが，その厚さは 2mにも達っしている。

白田切川河床上に堆積した土砂の厚さは 9 元の河床の位

置が明確でなく，はっきりとした値はわからないが 0.5

~2.0m程度と推定される。埋没した家屋の付近ではその

埋没状態から堆積厚さを知ることが可能で、あるが，おお

むね 1m前後て、あった。

以上のことから，堆積した土砂の平均の厚さは1m と

考えられる。従って堆積土砂量は約370，000m3程度と推

写真 5. [石流舌端部

写真 6. 町道103号線付近の土石流

定される。この計算には白田切川上流付近に堆積した土

砂量や関JI[に流入した土砂量は含まれしていないので実際

の流出土石量は上記値より多くなる。

4. 土石流による被害

妙高高原町役場がまとめた昭和53年 6月2日現在の第

一次および第二次土石流による被害を表 1I乙示す。

4.1 死傷者

第一次土石流の発生時刻が早朝 6時20分頃であり，大

部分の人がまだ就寝中であったととが人的被害を大きく

した。第一次土石流による死傷者は10人，負傷者は l人

であった。そのうち 1人は写真 3に示した白妙橋左岸の

西原山荘地階で土石流にのみ込まれたものであり，残る

9人は図 3-bのD，E地区に散在する会社や学校の寮

で土石流にのみ込まれたものである。これらの人の多く

は寮の管理人とその家族とであった。

第二次土石流lこより 9 国鉄信越線路堤付近を調査して

いた妙高高原町建設課職員4人が押し流された。 1人は

関川中洲で杉の木につかまっていたところを 2時間後l乙

救助されたが残る 3人は遺体となって発見された。一次

二次を合わせ死者は合計13人となった。

また19日には取材中の新潟総合テレビチャータ一機が
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図 4田被害家屋の分布 1. 跡見学院(寮) 10 旭ダウ(寮) 19 ロッヂ・アイアイ

2 日本石油(倉庫) 11.中西別荘 (季節旅館)

3 三菱商事(寮) 12 中西別荘 20.小川医院

4. 三菱商事(倉庫) 13 江口英隆 21 回中進(別荘)

5 谷野丁(別荘) 14.荻野(別荘) 22.白田切ロ γヂ(季節旅館)

6 大正海上火災(寮) 15 新赤倉神明社 23司コノレチナ荘(旅館)

7. "7スコ(寮) 16.西原山荘(旅館) 24.モック(季節旅館)

8 有沢製作所(寮) 17 西原体育館 25.日本石油(寮)

9 ウルシ山(別荘) 18.太田トク 26.東洋紡績(寮)

写真 7 小111医院の被害 写真 8. 自問切ロッジ内部の被害

墜落 1人が死亡 1人が重傷を負う事故があった。

図 3- f Iこ遺体発見場所を示す。数字は死者の数を示

している。

4関 2 家屋の被害

第一次および第二次の土石流により多くの家屋が写真

2， 7にみられるように一階部分が破壊されたり，写真

8にみられるように多量の土砂により埋没された。また

小規模な家屋は完全に倒壊，流出された。

関 3-e  I乙被害家展の分布を示す。被害家屋はA地区

白妙橋左岸， B地区町道244号線一帯， C地区深沢川対岸

一帯l乙集中している。

全壊15声，半壊 6戸，一部被害 5戸であったが，その

詳細な分布を図 4IC示す。

4.3 道路，橋梁の被害

図 3-d I乙道路被害の分布を示す。土石流lこより埋没

した道路および埋没延長は，県道妙高高原停車場赤倉線

300m，町道103号線400m，同244号線150m，同270号線90

m，同271号線180mで合計 5路線1，120mである。

また流失橋梁は県道白妙橋，町道245号線第一白田切

橋，同105号線第二臼田切橋の 3橋である。国道18号線

白田切橋はその橋台を洗堀され 4日間にわたり通行不能

となった。

4.4 鉄道の被害

臼田切川本流は新赤倉温泉地区からまっすぐに関川!に

流下していたが，明治21年信越線開通の際，深沢川iとの

分岐点に堰堤を設け，本流を深沢川l乙迂回させた。乙れ

は川幅の広い白田切川より狭い深沢川に架橋する方が工

事が容易であったためである。

土石流はこの堰堤を越流し，旧白田川本流沿いに流下

した。信越線路堤l乙は高さ 1.8m，幅1.5mの「水抜き」が
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あったが，土石流は線路堤を越流しこれを破壊した。写

真8は破壊された線路堤の様子を示している。

信越線は妙高高原駅一関山駅闘が不通となり上り下り

合わせて44本(1日当り)が完全に運休した。両駅聞に

は代行パスが運行されたが，運休期間は 4ヵ月におよん

。
だ

写真 9 信越本線の被害

4.5 その他の被害

自白切川にある砂防ダム 7ヶ所(凶 3-cの1，2，3，4，

a， b， C) が被害をうけた他，白田切川護岸2，300mが決壊

し9 深沢川も 250mにわたり埋塞された。水田0.6ha，林地

2.5haに被害があった他 9 農業用水路 3ヶ所計3，OOOmが

破壊された。

温泉施設では，南地獄谷源泉から妙高，池の平各温泉

引湯本管400mが崩壊地点で切断された他，自由切源泉引

湯管2，OOOm，亦倉温泉からの分湯管350mが破損した。こ

のため温泉が止まる等の被害を受付た戸数は 180戸にの

ぼ、った。

赤省観光開発(槻の第二，第四スキーリフトの乗場およ

び支柱が破損，同コゃルフ場の一部が埋没した。

観光被害も大きく宿泊予約キャンセノレは12，000人，日

帰り予約キャンセノレは2，000人程度と見積られている。

5圃 崩壊の原因

5.1 昭和46年土石流

昭和46年12月31日午後 3時3的士，今回の崩壊地点より

約 1km上流の大谷ヒュッテ付近で地すべりが発生した。

崩壊斜面を図 3-b に示す。この時の崩壊量は約300，∞o
tと今回の斜面崩壊量よりも大きかった。 乙の時の土

石流の速度は15m/秒と考えられ3 白田切川堰堤 5ヶ所

を越流し，回切用水を破壊し，白妙橋付近に流下，民家

一棟を彼壊し，幼児 1人が死亡した。この斜面崩壊は南

地獄谷上流の温泉地帯に発生した，いわゆる「温泉地す

べり」と考えられ，今回の斜面崩壊とはやや原因を異に

すると考えられる。崩壊後，その下流部lζ七基の砂防ダ
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ム(図 3-cの47，48，49，51，a，b，c) が設置されたが，

その工事の際後で、述べる林道が開発された。

昭和32年lこも小規模な崩壊があったが，被害をおよぼ

すほどの土石流にはならなかった。

5.2 崩壊前の状況

今回の崩壊が発生する以前l乙既に斜面l乙亀裂が生じて

いたという報告がなされている。

52年 7月Jこ撮影された現場付近の'与真には既l乙滑落庄

の上端部にほぼ一致する亀裂が認められており，また同

じ頃，付近を通った笹川氏の証言によれば9 林道の中央

部均〉ら谷側が幅2m，長さ30m，i奈さ50mにわたって陥

没していたという。

53年 5月 7日現場付近を通った県立高田高校山岳部の

一行は，林道上の谷側路肩沿lこ長い亀裂が生じており，

崩壊した土砂がかたまっているのを目撃している。

これらの話を総合すると林道谷{則路肩部分lこ何らかの

原因で既lこ崩壊の前駆現象が現われていたことは確かな

ようである。

5.3 気象状況

上流地域での53年春の気漏は例年より低かった。この

ために残雪量は例年より多く，妙高縄泉土地会社の望月

氏によれば 5月12日にはまだ 1m程度の積雪が崩壊現場

に存在していた。

図 5は崩壊地点北東約10kmの関山にある妙高村役場に

おける午前日時の気温，最高気温および日照時間を示し

たものである。 4月から 5月にかけて例年より高気温の

状態が続いたが，特に崩壊 5日前の 5月13日より晴天日

が多く日照時間が11時間という状態が 5日間続き，気温

も高温状態が続いた。 17日夜半には高田測候所でO.5mm

程度の降雨があった。

このような気象状況により融雪作用が急速に進行した

と考えられる。事実崩壊直後に撮影された空中写真によ

れば3 まだ残雪はみられるものの地肌が露出している地

点が多くみられた。融雪による多量の水は， s字形地形

April May 

図 5 関山(妙高村役場)における気温，

最高気温，日照時間
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をなす崩壊斜面に流入し，合水しやすい火山灰質崖錐堆

積物中lこ地下水となって浸透した。浸透4くは基盤のすぐ

上層での間隙水圧を上昇させ，地盤支持力を低下させラ

崩壊の原因を作ったと考えられる。

5.4 林道と温泉パイプ

現在杉野沢から妙高田際スキー場を経て崩壊地点を通

り大谷ヒュ yテに至る林道は，昭和46年の温泉地すべり

処置のための治山工事用に作られた幅5.5mの道路で9 昭

和48年に完成した。林道は斜面を堀別後9 一部を~土し

て作られているがp 前述したように崩壊以前に既に谷側

路肩部分lこ陥没，亀裂があったと思われる。例年lこなく

多量の融雪水は ζの亀裂から容易!こ斜面地宮室内l乙浸透し

急速な地盤の弱体化を引き起こしたと考えられる。

まfニヲ林道の山側lこは大谷ヒュッテ付近の源泉から/也

の平，妙高の各温泉に通ずる[百径約20cmの温泉ノfイプが

思設されていたが，崩壊発生前I[数車干の自主館で組泉の供

給が止まるか， ~JJ が悪くなったという報告があり，これ

はパイプの一部に何らかの破損が生じたためと考えられ

る。パイプjil占領の原閃については不明であるが，崩壊前

の何らかの斜面の変形lこともなって破損したとも考えら

れる。破損したノfイプからは多量に700-900Cの温泉水

が流出し，雪を融かした後，路肩部分より地盤内l乙浸透

し崩壊原因をつくったと考えられる。

以上述べたように南地獄谷は歴史的にも斜面崩壊の多

発地帯であり 9 今厄!の崩壊も自然発生的であったという

考え万もできる。一方，崩壊に先立って林道付近に既に

先駆現象が見られたことはこの林道の建設が崩壊に何ら

かの影響を与えた ζ とを示すものであり 9 例年lこなく多

量の残雪の存在と高気温状況下での多量の融雪水の地盤

内への流入，また漏泉パイプ破損による温泉水あるいは

それにともなう融雪水の地盤内への流入が直接原因とな

ったとも考えられる。ともかくその原因の究明には今後

の研究を待たねばならない。

6. まとめ

昭和53年 5月18臼午前 6時20分頃第一次の斜面崩壊が

同午後 1持40分第二次崩壊が南地獄谷白滝上流の「要」付

近l乙発生した。崩壊土砂量は第一次180，000m3，第二次

32，000m3と推定される。

第ー次土石流は約20m/秒，第二次土石流は約10m/ 

秒の速度で白田切1117.5km，標高差1150mを一気に流下

深沢川との分岐点堰堤を越流し， 1日臼田切川沿にl沼1111乙

流れ込んだ。

第一次，第二次土石流の堆積面積は約37.2ha，平均堆積

厚 1m，堆積 1.砂最は370，000m3と堆定される。

土石流による被害は死者13名，負傷者 l名，家屋の全

壊157"，半壊 6戸，道路の埋没 5路線1ヲ120m，橋梁の流

失 3ヶ所等であったが，その他農林，河川関係9 温泉施

設9 観光施設等にも被害が多かった。また白出切川を堰

止めタ深沢川l乙迂回させていたことが信越線の被害を大

きくする原因となった。

崩壊の原因としては，多量の融雪水による自然発生的

な原因と 9 崩壊地点l乙建設された林道，あるいは破損し

た温泉パイプからの温泉水の流出等の人為的な原因とが

考えられるが 3 今後の研究に待たねばならない。
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